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Abstract 

A specimen of Armina papillata was collected from the tidal flats Hachi-no-higata, Hiroshima Prefecture, 

Japan. The individual was found in proximity to the sea pen Cavernularia obesa, a known prey species of 

this nudibranch. This represents a record indicating the recent occurrence of A. papillata from Hiroshima 

Prefecture. Although the species has been documented from several localities within the Seto Inland Sea, 

regional distribution records remain sparse, particularly in inner-bay environments. The collection site is 

currently facing potential habitat alteration associated with coastal development, highlighting the importance 

of documenting baseline biodiversity data. This record provides valuable information for understanding the 

distributional range and conservation status of A. papillata in the Seto Inland Sea region. 
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緒言 

ウミウシ類（軟体動物門 Mollusca、腹足綱

Gastropoda）は、形態的多様性と生態的特異性に

富む海産無脊椎動物群である。とりわけ日本沿岸

域は、黒潮および対馬暖流の影響を受けることで

高い種多様性を示し、これまでに多数のウミウシ

類が報告されてきた（小野・加藤 2020; 西田 2024）。

一方で、地域ごとの分布情報には未だ空白が多く、

特に内湾域における記録は不十分なのが現状で

ある（柏尾 2019）。 

ニュウトウタテジマウミウシ Armina papillata 

Baba, 1933 は、体表に縦走する明瞭な縞模様と口

幕上に多数の乳頭状突起を有するウミウシ類で

ある。本種は青森県から九州にかけての砂泥底か

ら報告されているが（西田 2024）、近年の瀬戸内

海沿岸域における確実な分布記録は極めて限定

的であった。 

本稿では広島県沿岸においてニュウトウタテ
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Fig. 1. Armina papillata in life, showing the dorsal 

view (A) and the frontal view (B). Scale bars: (A) 1.0 

cm; (B) 5.0 mm. 

ジマウミウシを発見・採集したため、ここに報告

する。本記録は、瀬戸内海におけるウミウシ相の

理解に繋がる基礎的資料となる。 

 

材料および方法 

2025 年 12 月 20 日の早朝 2–6 時に、広島県竹

原市竹原町ハチの干潟において沿岸生物の採

集調査を実施し、その過程でウミウシ類を得た。

採集地点の底質は砂質であり、採集時の海水温

は 12 °C、塩分は 31 ‰であった。採集個体の生

体写真を撮影した後、99 %エタノールで保存し、

きしわだ自然資料館に登録・収蔵した。 

 

結果および考察 

標本 ニュウトウタテジマウミウシ Armina 

papillata（Fig. 1A, B）、1 個体（体長 4.4 cm）、広

島県竹原市竹原町ハチの干潟、2025 年 12 月 20

日、福本悠汰採集、きしわだ自然資料館保管

（KSNHM-M12605）。 

 

備考 検討標本は、目視下において乳頭突起数

が 46 であり（Fig. 1B）、発達した 3 つの側板と

2 つの小型側板からなる計 5 つの側板を備える

ことが確認された。これらの形態的特徴に基づ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

き、本標本はニュウトウタテジマウミウシと同

定された。類似種としてヒメニュウトウタテジ

マウミウシ Armina comta (Bergh, 1880)が挙げら

れるが、この種は乳頭突起数が 14 であり、側板

は 1 つのみであることから（Baba 1933, 1935）、

検討標本とは明確に区別された。また、ニュウ

トウタテジマウミウシの乳頭突起数は 50–80と

されているが（Baba 1933）、検討標本では 46 で

あり、僅かに少なかった。ニュウトウタテジマ

ウミウシとヒメニュウトウタテジマウミウシ

は同種である可能性が示唆されており（中野 

2019）、今後は分子系統解析などを用いたさら

なる検討が望まれる。 

検討標本はウミサボテン Cavernularia obesa 

Valenciennes in Milne Edwards & Haime, 1850 の

冠部のポリプ上から得られた。ニュウトウタテ

ジマウミウシはウミサボテンを専食すること

が知られており（西田 2024; 中野 2025）、ウミ

サボテンの出現が多い年によく確認される（環

境省自然環境局生物多様性センター2018）。 

ニュウトウタテジマウミウシは瀬戸内海に

おいて、大阪府、兵庫県、岡山県、広島県、山

口県、香川県、大分県で記録がある（環境省自

然環境局生物多様性センター2013; 村田 2018; 

柏尾・平野 2020; 成ヶ島探検の会 2023）。広島

県内においては、濱村（2004）により呉市倉橋

島から本種と思われる個体の写真記録が報告

されている（柏尾・平野 2020）。また、稲葉（1983）

は、本種を備後灘・燧灘から産するとしている。 

近年、沿岸域における開発の進行に伴い、埋

め立てや干拓などの人為的な環境改変が進行

している。これらの影響を受け、本種は大阪府

で絶滅種、岡山県で絶滅危惧 II 類として評価さ

れている（大阪府 2014; 柏尾・平野 2020）。本

標本の採集地であるハチの干潟においても、隣

接地で液化天然ガス火力発電所の建設計画が

進められており、開発による影響が懸念されて

いる（岩崎ら 2021, 2022）。したがってハチの干

潟における本記録は、こうした環境変化が進む

中での現存個体の記録として重要であり、本種

の分布把握および保全上の基礎資料となる。 
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